
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
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フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

た
だ
い
ま

No.２０６

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

ゆ
ず
ぼ
う
や

２６Kami
２０２４年８月号

ガ
オ
・
チ
ャ
ン
（
高

强
）

       

中
国
／
山
西
省

　

こ
ん
に
ち
は
！
私
は
、
高
知

工
科
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課

程
で
色
覚
の
研
究
を
し
て
い
る

ガ
オ

チ
ャ
ン( G

A
O

 Q
ian

g
)

で

す
。
私
は
、
中
国
山
西
省
臨
汾

市
出
身
で
す
。
私
の
故
郷
の
臨

汾
市
は
、
山
西
省
の
南
西
部
に

位
置
し
「
華
夏
一
の
都
」
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

古
代
の
五
帝
の
ひ
と
り
で
あ
る

尭
帝
が
都
を
築
い
た
所
で
、
４

５
０
０
年
以
上
の
長
い
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
尭
廟
や
瑠
璃
装
飾

が
美
し
い
八
角
十
三
層
、
高
さ

4
7
.3

1

メ
ー
ト
ル
の
飛
虹
塔
が

あ
る
広
勝
寺
、
毎
年
約
20
万
人

の
観
光
客
が
訪
れ
る
ホ
ン
ト
ン

の
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
の
木
は
祖
先

崇
拝
の
名
所
で
す
。
さ
ら
に
、

中
国
三
大
瀑
布
の
ひ
と
つ
、
黄

河
の
壺
口
の
滝
は
圧
巻
で
雄
大

な
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

り
ん
ふ
ん

ぎ
ょ
う
て
い

ぎ
ょ
う
び
ょ
う

フ
ェ
イ
ホ
ン
タ
ワ
ー

フ
ー
コ
ウ

私
が
日
本
留
学
を
決
意
し
た

の
は
、
異
な
っ
た
習
慣
を
体
験

し
知
識
を
増
や
す
た
め
で
あ
り
、

ま
た
、
指
導
教
員
の
篠
森
教
授

は
博
識
が
深
く
、
先
生
の
ご
指

導
の
も
と
で
多
く
の
こ
と
を
学

べ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

香
美
市
で
の
生
活
は
半
年
を

過
ぎ
ま
し
た
が
、
静
か
な
雰
囲

気
、
過
ご
し
や
す
い
気
候
、
清

潔
な
街
並
み
、
美
し
い
桜
と
緑

豊
か
な
並
木
道
、
こ
れ
ら
の
お

か
げ
で
落
ち
着
い
て
研
究
が
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と

を
し
み
じ
み
と
感
じ
て
い
ま
す
。  

　

こ
こ
で
の
一
番
の
幸
せ
は
、

友
人
と
一
緒
に
料
理
を
し
て
夕

食
を
と
も
に
で
き
る
こ
と
で
す
。

い
ま
や
料
理
は
留
学
生
の
必
須

ス
キ
ル
の
ひ
と
つ
で
す
。
私
は
、

香
美
市
の
皆
さ
ん
と
交
流
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
香
美
市
で
の
留
学
生
活
は
、

私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
貴

重
な
思
い
出
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
私
の
ふ
る
さ
と
に
も

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

ご応募をおまち

しています♪

◆
さ
お
か
夏
祭
り

【
日
時
】
８
月
17
日 (
土)

17
時
～
21
時　

※

雨
天
決
行

【
場
所
】
佐
岡
地
区
公
民
館

【
内
容
】
お
菓
子
拾
い
・
お
つ
ま

み
拾
い
・
ラ
ム
ネ
早
飲
み(

小
学

生
以
下)

・
お
楽
し
み
抽
選
会
・

打
ち
上
げ
花
火　

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

佐
岡
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会(

宗
石)

☎
090
・
４
３
３
４
・
７
３
３
４

※
 

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
や

臨
時
駐
車
場
、
無
料
送

迎
バ
ス
な
ど
に
つ
い
て

は
、
次
の
Ｑ
Ｒ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
「
心
に
響
く
音
楽
の
調
べ
」

　

（
音
楽
イ
ベ
ン
ト
）

　

東
京
芸
術
大
学
の
卒
業
生
等

で
あ
る
若
手
演
奏
家
を
招
い
た

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
９
月
12
日 (

木)

14
時
～

【
会
場
】
高
知
工
科
大
学
講
堂

【
料
金
】
無
料 (

事
前
申
込
制)

【
申
込
方
法
】
８
月
19
日 (

月)

～

次
の
Ｑ
Ｒ
、
も
し
く
は
高
知
工

科
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
工
科
大
学

☎
53
・
１
１
１
３

掲　

示　

板

　　
(山田高校マンガ部)

◆
高
知
県
道
場
剣
道
大
会

鏡
野
道
場
か
ら
は
小
学
生
団
体

が
ベ
ス
ト
８
、
中
学
生
団
体
が
第

３
位
に
入
賞
し
、
日
本
武
道
館
で

行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま

す
。
個
人
戦
で
は
中
学
生
女
子
の

部
で
竹
﨑
莉
夢
さ
ん
が
準
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

【
全
国
大
会
出
場
選
手
】

◆
小
学
生
団
体

　

大
西
・
三
原
・
西
内
・
坂
本

◆
中
学
生
団
体

　

窪
内
・
竹
﨑
・
窪
内
・
足
達

２７ Kami
２０２４年８月号

◆
高
知
高
専
オ
ー
プ
ン

　

キ
ャ
ン
パ
ス

　

い
ろ
い
ろ
な
体
験
学
習
を
通

し
て
、
高
知
高
専
を
気
軽
に
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
験
学

習
は
、
授
業
、
実
験
実
習
や
研

究
活
動
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
専
を

目
指
す
中
学
生
の
た
め
に
、
入

試
問
題
の
解
説
や
、
入
学
後
の

学
習
内
容
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
も
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

８
月
24
日 (

土) 

、
25
日 (

日)

９
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】

高
知
工
業
高
等
専
門
学
校

【
対
象
】
小
学
生
、
中
学
生
、

保
護
者
な
ど

【
内
容
】
電
気
を
使
っ
た
お
も

ち
ゃ
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
デ

ザ
イ
ン
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
競
技
、

ス
ト
ロ
ー
ト
ラ
ス
、
ス
ラ
イ
ム

作
り
、
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
作

り
な
ど
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
体
験
学
習
が
盛
り

だ
く
さ
ん
！
入
試
対
策
や
、
高

専
で
の
学
習
内
容
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
も
行
い
ま
す
。

※

当
日
は
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

（
J
R
高
知
駅-

高
知
高
専
）

【
事
前
申
込
】

期
間
＝
８
月
４
日 (

日) 

ま
で　

参
加
人
数
に
制
限
の
あ
る
イ
ベ

ン
ト
は
、『
事
前
申
込(

抽
選)

』

と
な
り
ま
す
。
次
の
Q
R
か
ら

申
し
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
工
業
高
等

専
門
学
校
学
生
課

☎
０
８
８
・
８
６
４
・
５
６
４
４

◆
鍬
を
お
譲
り
く
だ
さ
い

　

お
試
し
移
住
体
験
住
宅
な
ど

で
使
用
す
る
た
め
の
鍬
を
探
し

て
い
ま
す
。
使
わ
な
く
な
っ
た

鍬
を
お
持
ち
で
し
た
ら
、
無
償

で
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
な
か
み (

日
髙)

☎
52
・
８
６
０
６

山
高田

校 のリ
アル

　こんにちは！山田高校グローバル探究科（Ｇ探）

です。今回は、「２年生の探究テーマ」について、

お話ししようと思います。

　G探では、１年次は班探究を、２年生では個人探

究を行います。よって、２年生になると、純粋に自

分の興味関心にのみ基づいた探究が始まります。ぼ

んやりとした、形のない状態の興味関心を、探究活

動が可能になる「問いの形」にまで絞りこむのは思

った以上に大変な作業なのですが、毎年本当に多種

多様なテーマが２年生から出されるので、（今年は

どんなテーマが出てくるのかな？）と、この時期の

担当教員はとても楽しみにしています。今年のテー

マは右の表①をご覧ください。（本年度の２年生は

「４期生」にあたります）

　いかがでしょう。「自分のやりたいこと」を突き

詰めている感じが伝わるでしょうか？

　今年の２年生も、個人探究の

スタートを切りました。情報収

集の過程で、香美市民の皆さん

にお話を伺う機会もあろうかと

思います。その際は、よろしく

お願いします。

　Do you know who they are? 答えは、留学生です。

山田高校にアメリカ出身のめいさんとカナダ出身のミ

ラさんが留学生として加わりました。めいさんは2週

間、ミラさんは１学期間滞在し、それぞれグローバル

探究科の１年生と２年生のクラスに所属しています。

　彼女たちは他の生徒と同じように授業を受け、新し

い視点からの意見を提供してくれています。２人の存

在は、生徒たちに異文化理解を深める機会を与えてく

れます。また、１１月に予定されているラーゴ高校へ

の訪問に向けて、生徒たちは今、実践的な練習と心構

えを養っているところ

です。このような国際

交流の取組が、山田高

校に新たな風をもたら

しています。

No. 007No. 007

　表①　G探２年生の探究テーマ（抜粋）

203

山田高校の留学生紹介

▲めいさん ▲ミラさん

く
わ
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